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. はじめに
. 日本における支援機器の動向
福祉用具を含む各種機器・道具 (以下, 支援機器)
は, 世界保健機関 (World Health Organization:
WHO) で策定された国際生活機能分類 (Inter-
national Classification of Functioning, Disability
and Health: ICF) において, 生産品と用具 (prod-
ucts and technology) や支援と関係 (support and
relationships) として環境因子に位置付けられてお
り1), 関連するサービスも含めて障害がある人の可能
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性を広げ, 多様な生活を支援する方法として重要な役
割を持つ.
日本における障害者施策に関する法制度において,
第 4次障害者基本計画 (2018 年度～2022 年度) では,
基本理念 (計画の目的) である ｢共生社会の実現に向
け, 障害者が, 自らの決定に基づき社会のあらゆる活
動に参加し, その能力を最大限発揮して自己実現でき
る支援｣ を達成するために, ｢情報アクセシビリティ
の向上及び意思疎通支援の充実｣ や ｢自立した生活の
支援・意思決定支援の推進｣ 等の項目を設定してい
る2). そして, 社会のあらゆる場面でのアクセシビリ
ティの向上や意思疎通支援の充実を実現するための方
策として, 福祉用具や機器の開発と, 実用化に向けた
取組み等の指標や目標値を具体的に示している.
2013 年に改訂された ｢職場における腰痛予防対策
指針｣ では, 福祉・医療分野等における介護・看護作
業について, スライディングボードやスタンディング
マシン等の利用, 全介助の必要な対象者には, リフト
等を積極的に使用することとし, 原則として人力によ
る人の抱上げは行わせないこと等の, 対象者の身体状
況に適した移乗介助と積極的に福祉用具の利用するこ
とを示している3). さらに厚生労働省と経済産業省は,
2012 年に作成された ｢ロボット技術の介護利用にお
ける重点分野｣ を 2017 年に 6分野 13 項目に改訂し,
介護の負担軽減を図ることのみならず, より利用者の
自立支援を見据えた取組みを展開している4).
また, 障害者差別解消法における合理的配慮の方法
として, 支援機器の利用があらゆる社会生活場面で重
要な役割を担っており, 特に教育における修学支援,
雇用促進における就労支援等では, ICTを利用した
支援機器の有効な利活用が期待されている5).
. 支援機器の展示会視察の目的
このように支援機器は, ICTやロボット技術等の
科学技術の発展とともに, 医療福祉施策のみならず,
利用者の社会参加を実現し, よりアクセシブルな社会
や個々人の活動の実現のために, その利用がますます
期待されている.
しかしながら, 支援機器は人間中心設計の立場から
ニーズ指向型の開発が進められるべきであるにも関わ
らず, 利用者ニーズがはっきりしないまま機器開発が
展開されたり, シーズ先行型の機器開発による利用場
面とのミスマッチも指摘されている. このような課題
に対処するためにはニーズとシーズが出会う場が必要
とされる. 展示会への参加はその方法の 1つである.
展示会は業界のトレンドや支援機器の情報収集ができ
るだけでなく, 支援機器の開発・販売等に関わる企業
や各種団体, 支援機器を利用する高齢者, 障害のある
エンドユーザーや医療福祉従事者, そして, 支援機器
の研究開発に関わる研究者やリハビリテーション専門
職らが一同に出会う場として重要な機会であるため,
有効に活用すべきである.
そこで本論では, 海外でもエンドユーザーが特に多
く参加する, International Trade Fair for Rehabili-
tation and Care 2018 (以下, REHACARE 2018)6)
と ISAAC Conference 20187)に参加する機会を得たの
で, これらの視察から得た知見を報告するとともに,
今後の支援機器開発を見据えた, 展示会の視察意義に
ついても述べる.
. 	の視察報告 (藤井, 鈴木,
渡辺)
. 	の概要 (渡辺)
REHACAREは, 毎年デュッセルドルフ (ドイツ)
で開催される, 世界最大規模の支援機器に関する展示
会である. 今年は 2018 年 9 月 26 日から 9 月 29 日の
4 日間で, Messe Dusseldorfにて開催された. ここ
近年同様, 2018 年の主要テーマは“Self-Determined
Living"であり, 自立生活への支援である. Messe
Dusseldorfの 6 つの展示ホールを各種支援機器の展
示と合わせて, 障害者スポーツ, アートやアクティビ
ティ, キッズワールド等, 多様な生活に向けた展示や
デモンストレーションがされていた. 特に今年度は,
ICTやロボティクス技術を活用したモビリティー機
器および関連用具の充実が図られていた.
REHACARE 2018 の開催規模は主催者発表による
と, 42 カ国から 967 の出展があり, 参加者は 50,600
名で過去最大規模であった8). 出展 967 ブースのうち,
ドイツの出展者が 43％ (421 ブース), ドイツ以外が
57％ (548 ブース) となっており, 世界中から出展さ
れる国際的な展示会であることがわかる. 一方参加者
は, 50,600 名のうち 75％がドイツ国内, 国外からの
参加者は 25％ではあるが, 国外からの参加者は 1 万
人を超える (12,653 名), さらに国外参加者の 20％は
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ヨーロッパ圏外からの参加者 (2,530 名) であること
から, 世界中から展示会に参加していることがわかる.
ちなみにヨーロッパ圏外からの参加者のトップ 5は,
日本, 中国, イスラエル, 台湾, アメリカであった.
. 福祉機器展の学際的視察－その方法と視点 (藤
井)
.. 福祉機器展の学際的な視察の意義について
毎年秋にビッグサイト (東京・有明) で開かれる
国際福祉機器展 (HCR)9) よりも規模の大きい展示
会と聞いて, どう視察するか工夫が必要だと覚悟し
ていた. 大きな機器展では, ブースの数と会場の広
さに圧倒されて, 全体像をつかむのが難しいからで
ある.
最初の半日は鈴木, 渡辺, 藤井の 3人がばらばら
に行動し, 昼にいったん集まって情報交換をし, そ
の日の午後からは気になった福祉用具・ブースを一
緒に見に行く方法をとった. その結果, ｢どの機器
がなぜ気になったか｣ を共有し, そのブースで, 必
要ならば出展者に質問しながら, ディスカッション
することとなった. 学際的な情報と意見の交換は,
単独で見て回るのとは違う意義があると思われた.
例えば, 一見なんの変哲もない (と藤井には見え
た) スプリント (手指の肢位を支持する自助具で,
作業療法士が病院で自作したりする) があった. 渡
辺はそれが 3Dプリンターで作られたものだという
点に関心をもち, 3 人でブースに行って説明を聞き
ながら議論したところ, 義肢装具士, 作業療法士の
リテラシーに影響する技術だということになった.
これはほんの一例である.
一般に, 大規模な福祉機器展の来場者は, 福祉用
具の開発者, 販売者, 研究・教育者, 医療・障害者
福祉・高齢者支援で働く人, エンドユーザー, メディ
ア等である. 来場の目的は, 新製品の宣伝, 商談,
研究や機器導入・購入のための情報収集・交換等が
主である.
この中で, 専門を異にする複数の研究者・教育者
で視察することは, 福祉用具を囲む学際的なディス
カッションの場になる. こうした議論に, 関連する
領域を学ぶ学生や大学院生が参加すれば, 格好の多
職種連携教育 (Interprofessional Education) の
機会になると思われる.
.. ニーズとシーズ
() 浴槽用リフト (ベルギーの業者が開発)
図 2は, バスタブへの出入りで用いるリフトであ
る. ヨーロッパでは浴槽は珍しく, 開発者に聞いた
ところ, ベルギーのメーカーであった. 説明によれ
ば, ｢ベルギーではほとんど浴槽は使わない. ドイ
ツ人は比較的バスタブを好む人もいるが, 日本ほど
ではない. 日本にも商品を紹介したことがある｣ と
のことであった.
() 体重と機器の耐荷重
シャワーチェアに 200kg, 300kgと耐荷重が表示
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図：プリンターで作られたスプリント 図：ベルギー製のバスタブ用リフト
してある (図 3). ｢そんな重い人が？｣ と思うが,
実は日本でも最近は体重が 200kgを超える患者も
いる. 佐久総合病院佐久医療センター (長野県) に
は, 月に数人そういう方が運ばれてくる. 実は, 日
本の病院のベッドや車椅子の耐荷重は 130kgで,
それより重い方に寝ていただくベッドがない病院も,
珍しくないはずである.
.. 福祉機器の国際市場について
～アジアの国々のブースに勢い～
ドイツの市場を対象にした機器展なので, 先に挙
げたデンマーク等の北欧の他, ベルギー, フランス
の企業が出展していたが, 台湾, 韓国, 中国のメー
カーのブースも目立った. 中には, 電動車椅子型の
ロボット (歩くとついてきて, 必要な時に車椅子に
変形する) 等, 先端技術もあり, 勢いを感じた. 日
本のメーカーも出展していたが, 数が少なく, ブー
スも目立たなかったのは, 少々心配になるところで
ある.
. 生活領域拡大のための移動機器 (鈴木)
.. 福祉用具開発と展示会との関係
これまで, 国内の福祉関係の用具や機器の展示会
には何度か参加してきた. 参加は入場者としてだけ
でなく, 展示者としても参加している. 展示会の特
徴は, なんといっても実物に触れることである. ま
た, 私自身がそうであったように, 展示者側では最
新鋭の機器 (試作機を含む) の利用者側の反応を見
る絶好に機会でもあるため, 時にはその機器の開発
者と直接ディスカッションを交わせる場でもある.
支援機器の研究開発に関係する身であれば, 文献等
の知見によるだけでなく, それが何のためどのよう
に使われるのかを知ることは, これまで大いに役立っ
てきた. そして, 毎年開催される東京の国際福祉機
器展は国際と名が付くものの, 海外からの展示業者
はそれほど多くなく, これまで海外における福祉用
具の全般的な動向を知る機会を持ちたいと思ってき
た. 今回, 私自身が特に関心のある分野について報
告する.
.. 移動機器の特徴
() 車椅子
移動機器としてはまず車椅子関係を取り上げる.
会場ではやはり電動車椅子が多く, それも多様であ
ることが目についた. これは日本に比べ欧州での電
動車椅子の普及率の大きさに関係していると思われ
る. 車輪の大きさや車輪の数, また体幹保持や立ち
上がり等のパーツも多く, これらは移動だけでなく,
生活のパターンによって使い方を変られることを示
し, より生活の多様性をもたらしていると思われる.
動力部分をモジュール化し着脱可能にした製品も多
く見られた (図 4). これは通常の手動車椅子に取
り付けることで電動車椅子化するもので, 日本で見
たことはあるのだが, ほとんど使われていない.
会場内で多くの種類を見ただけでなく, デュッセ
ルドルフの市内でも見た. 取り付け方は車椅子の前
部で比較的容易に取り付けられるものが多く, 日常
的に付けたり外したりできる. 一方, 通常の椅子の
ような物にも取り付けられるモジュールもあった
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図：までの耐荷重をアピールするシャワーキャリー
図：車いす用動力モジュール
(図 5). 発想の違いであろう. オフィス環境だけで
なく家庭内でも便利と思われるものであった. 通常
の電動車椅子の購入までには至らないが, もし日常
使っている椅子が移乗や立ち上がり無しで簡単に移
動できれば, それを望む人が多いのではないかと思っ
た.
() 義肢装具
義肢装具関係は, 日本の展示会でもあまり多く見
られないが, 目を引いたものに膝が曲がる長下肢装
具があった. ロボットの影に隠れて高機能装具は目
立たないが, これまで下肢全体が麻痺した場合, 装
具は膝を伸展位でロックする以外に無く, これが歩
容や歩行効率に多く大きく影響を与えていた. この
歩行中に膝が曲がり, 任意の膝屈曲角度でロックで
きる機能は, 義足で確立された技術である. しかし
義足から装具への技術的な壁は大きく, 装具は使用
者が多いにもかかわらず, 義足に比べ注目されるこ
とが少ない. さらなる開発のための支援が望まれる.
() 外骨格型ロボット
ではそのロボット技術は歩行支援をどこまで可能
にしたのか. やはり外骨格型の両下肢全体をアシス
トする装置が主流で, 出展業者も多く盛況であった.
日本では, 訓練用あるいは作業時の荷重負荷軽減等
を目的としたパワースーツ等が多く見られるが, こ
ちらの展示では, 対麻痺者用の日常生活用 (つまり,
自分で装着し, 立ち上がり, 杖レベルの補助で歩行
を可能にする) 動力装具にも力を注いでいるように
思われる.
() 自動車
乗用車関係の展示ですぐ気が付くのが, 運転席側
のドアが開いている展示車両が多いということであ
る. 日本の展示会ではわずかである. つまり日本で
は車へのアプローチが助手席あるいは後部席等, 介
助用とも考えられるが, こちらでは, 車は障害を持っ
ていても自ら運転するものと位置づけられ, 車は移
動のための道具というより自立のための道具とされ
ているのではないか. したがって上肢運転装置の種
類も多く, 運転者の車椅子収納法やシート移乗の方
法に工夫が見られる. 図 6の写真では, 写っている
人物の胸の高さに車のシートがあるが, 殿部の下に
設置の装置により持ち上げられ, 容易に着座できる.
.. イベント
機器の展示だけでなく, レクリエーション・スポー
ツ関係の展示も多かった. 日本では行われていない
サイバスロン (Cybathlon) という競技を今回初め
て目にした. これは, 2016 年にスイスのチューリッ
ヒで初めて行われ, 福祉用具・機器のテクノロジー
を競うことに主眼がおかれている. 種目は ｢脳波に
よるコンピュータ制御｣ ｢筋刺激による自転車のペ
ダリング制御｣ ｢電動義手｣ ｢動力義足｣ ｢外骨格型
動力装具｣ ｢電動車椅子｣ の 6種 (訳は著者), いず
れも最先端の技術力を要するが実用性が十分とは言
えないものも含んでいる. この競技は単なるデモで
はなく, その機器を必要としている対象者本人が,
各種関門をクリアしていく競技であり, 日常生活に
必要なミッションを含んでいる. 動力義手では, コッ
プに水を注いで飲む, ドアノブを回してドアを開け
きちっと閉める等, 動力義足や動力装具では階段や
傾斜のあるスロープ, 不整地の走行等, その機器に
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図：椅子着脱用動力モジュール 図：高さの異なるシートへの移乗アシスト
必要とされる課題が設けられている (図 7). いわ
ば, 福祉用具のロボコン版だが, ここ培われた技術
が実際の製品として反映されることに強い期待感が
ある. それはレース終了後のインタビューで, パフォー
マーだけでなく技術者にも焦点が当てられているこ
とにも現れている.
.. 展示会の考え方について
展示会場入口に会場内での使用に限った電動カー
トの無料貸出ブースがあった. 長時間の移動, それ
も立ち姿勢が多く休憩場所も少ないための配慮と思
われる. 一方, その後訪ねた日本での福祉用具の展
示会では, 会場入口に ｢電動車椅子のご利用にあたっ
て-電動車椅子を会場内で安全にご利用頂くため,
操作・走行に慣れていない方は手動車椅子をご利用
下さい｣ と書かれていた. 今回の REHACARE
2018 では操作に慣れていないと思われる人にも電
動カートを貸し出そうという姿勢が伺われたが, 日
本ではある意味“真逆”ともとれる, 展示会参加者
に対する案内の仕方であった. 今回の海外での展示
会でのすぐ後であったので記憶に残った.
. 多様な個別性に対応するテクノロジー (渡辺)
.. デジタルファブリケーションの活用
デジタルファブリケーションは個人レベルでの新
しいものづくりを可能とし, 新しいイノベーション・
経済・働き方の創出が期待されている. 支援機器分
野でも, Do-It-Yourself Assistive Technology10)
と呼ばれる開発スタイルを生み, 個別性に対応する
支援機器への活用が国内外問わず報告されている.
これらは設計の自由度が増すだけでなく, ユーザー
の身体の変化のみならず, 活動の変化や拡大に合わ
せたタイムリーな支援機器提供が期待されている.
REHACARE 2018 では, 身体部位の形状計測,
修正やシミュレーション, そして加工までを一貫し
て対処できる, 義肢装具製造に特化した CAD/-
CAMシステムを提案する企業の取組みを聞いた.
また, 実際に図 8のような小児用下腿義足の製作し
ている企業では, デジタルファブリケーション技術
を適用する場合, 子どもの成長に合わせてどのよう
に継続的に関わっているかの取組み方法を伺った.
・Rodin4D: http://rodin4d.com/en,
・rahm Zentrum fur Gesundheit:
http://www.rahm.de
一方, ブラジルからの出展者は, 個別の状況に応
じて造形できる熱可塑性樹脂製の汎用型手首用スプ
リント材料の扱い方をデモンストレーションしてい
た. この出展者のユニークなところは, 標準的な形
状である汎用型手首用スプリント材料で対処できな
い場合, 感温性フィラメント (3Dプリンター造形
後も, 加熱すると変形させることができる材料) に
て平面状の基本モデルを造形し, それを専門リハス
タッフがユーザーの手指等の状態に合わせて成形調
整するというプロセスを提案していた (図 9). こ
の活用例は, 今後の活動や研究に大いに刺激となり,
以降メール等にて情報交換することを約束した.
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図：サイバスロンにおける動力装具
(外骨格型ロボット) の競技
図：小児用下肢義足の一部をプリンターで製作
・Brazilian Health Devices:
http://brazilianhealthdevices.com/en
このようにデジタルファブリケーションの支援機
器への活用は, 一から個別性に合わせるものづくり
指向と, ユーザーに直接触れるフィッティグ作業手
前の個別調整が可能な, 半完成品的なものづくり指
向の両面が重要であると認識した.
.. やロボット技術の利用
() 	
に対応する電動車椅子コントロー
ラー
図 10 に示す電動車椅子コントローラーは, 電動
車椅子の走行やリクライニングやティルティング等
のポジショニング調整機能に加えて, 通信機能を装
備しており, 電動車椅子のジョイスティック操作の
みで, さまざまな情報機器や家電製品等をコントロー
ルできるようになっている. 図 10 の場合はチンコ
ントロール操作のみで, Bluetooth通信を介してス
マートフォンや各種機器の操作が可能となる. 説明
員の話によると, スマート家電やスマートフォンア
プリ対応のコントローラーを開発する場合, ヨーロッ
パとアメリカでは開発対象とする OSが異なるとの
ことであった (具体的には Android OSか iOSの
いずれかを選択するということ). いずれにしても,
これらの技術は ECS (Environment Control
System：環境制御装置) の 1 つであり, クラウド
型音声認識技術を活用した ECSとともに, 今後発
展していく分野であると思われる.
・ottobock: https://www.ottobock.de
() ジャイロ機構を備えた簡易電動車椅子ユニット
REHCARE 2018 では福祉用具専業メーカーだけ
でなく, ICTやロボット技術に関わるベンチャー
系企業の出展も多く見られた. その1つとして, ジャ
イロスタビライザーに関する技術力を有するフラン
スからの出展者は, 内部にジャイロ機構を備えた電
動車椅子ユニットを紹介していた (図 11). 通常,
電動車椅子ユニットは, 自走式手動車椅子の後車輪
に付加されるか, 後車輪ごと交換して利用されるが,
いずれの方法でも前輪は元々の自走式車椅子のキャ
スター輪であることから, 通常の電動車椅子と異な
り, 段差乗り越え性能は向上しない. しかしこの電
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図：個別対応の手首・指用スプリント素材
図：チンコントロールのよるスマートフォン操作
図：ウィリー状態で走行が可能な車椅子
動車椅子ユニットを取付けることで, 図 11 のよう
にウイリーをした状態を保ち走行することも可能と
なるため, 最大 80mmまでの段差乗り越えが可能
となる.
・Autonomad Mobility:
https://www.autonomad-mobility.com/en/
homepage-english/
() 生活ログを健康やケアに活かす座圧モニタリ
ングシステム
図 12 は車椅子座位の状態をモニタリングできる
座圧センサーである. これは前項同様にベンチャー
系企業が開発し, 2019 年初頭の市販化を目指すも
のとして参考出品されていた. 車椅子座面と車椅子
クッションとの間にシート状の座圧センサーを敷き
込むことで座圧を検知する. 座圧の情報は
Bluetooth経由でスマートフォンに送られ, 専用ア
プリを利用することで, 座圧分布の状態, プッシュ
アップの回数, 座位時間, 24 時間あるいは 1 週間
の座位時間や車椅子上での姿勢変換の様子等を知る
ことができる. また, アプリ設定により良姿勢であ
るかどうかや, プッシュアップのタイミング等をユー
ザー知らせたりすることができ, 座位状態による身
体への影響や褥瘡を含めたスキントラブルの予防を
促すこともできる.
・gaspard:
https://www.mistergaspard.com/?lang=en
. 	
		の視察報告 (金森)
. とは
2018 年 7 月にオーストラリアゴールドコーストで
開かれた ISAAC 2018 という国際的な拡大代替コミュ
ニケーションの学会に参加した. そこでは支援機器の
展示と研究の発表等が行われていた. 障害者のコミュ
ニケーション支援に絞った学会は貴重であり, 多くの
示唆を得られた.
ISAAC とは The International Society for Aug-
mentative and Alternative Communication (拡大
代替コミュニケーションのための国際協会) の略称で
ある. 同団体の Web サイトには ｢そのビジョンは
AACを活用し生活を向上させ, 世界中で認知評価さ
せることである. ISAACの使命は, 複雑なニーズを
持つ人々のための最善のコミュニケーションを促進す
ること｣ と書かれている. ISAACは 1983 年に結成
され世界 15 の国や地域に支部がある. 日本にはまだ
支部は置かれておらず, 広島大学の川合紀宗教授が協
議会のメンバーになっている. ISAACを構成するメ
ンバーはAACのユーザー, 家族, セラピスト, 教師,
学生, 医師, 研究者, 団体や企業が参加しており, カ
ナダのトロントに事務局がある.
ちなみに AAC とは, 中邑賢龍によると ｢AAC
(拡大代替コミュニケーション) とは手段にこだわら
ず, その人に残された能力とテクノロジーの力で自分
の意志を相手に伝えること｣ と述べられており, 自分
の意思を相手に伝えることを支援する臨床活動領域の
ことである.
. 	
		
カンファレンスは 2年に 1回, さまざまな国で開か
れており, 今回は 2018 年 7 月 21 日 (土) ～26 日
(木) (メインカンファレンスは 23 日～26 日) にオー
ストラリア・ゴールドコーストコンベンション＆エキ
シビションセンターで開かれた. カンファレンスの内
容は主に口頭発表とポスター発表, 機器展示があった.
以下は, 参加した中で関心を寄せた内容について報告
する.
() 英語の理解が難しい参加者へのタイムテーブル
参加に際して受付には ｢Easy English｣ と書かれ
ているガイドブックが用意されていた (図 13). 一般
の参加者とは別に言語理解が難しい, 知的障害や発達
障害のある人向けのガイドブックである. 私もある意
味, 英語でのコミュニケーションに困難があるので,
通常のガイドブックの他にこれをもらった. コミュニ
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図：座圧状態がモニタリングできるシステム
ケーション支援をテーマとするカンファレンスならで
はの配慮であろう.
() コミュニケーションエイドを付けた電動車椅子
ユーザーの参加
会議では, 支援者だけでなく多くの電動車いすユー
ザーが参加していた (図 14). そして, 彼らの多くは
電動車椅子にマウンターでコミュニケーションエイド
を付けて参加している.
() さまざまな種類のコミュニケーションエイドの
展示
日本国内だとコミュニケーションエイドの種類がそ
れほど多くない. その要因の一つとして, 言語の問題
があるだろう. 英語圏ならばほぼ同じシステムが通用
するし, フランス語やスペイン語等, 簡単な変更で流
用可能であるが, 日本語の場合は文字の表示や文法体
系の違い等があってそのまま導入することができない.
シンボルだけで簡単な文章を作成することができるコ
ミュニケーションエイド等を見せてもらったが (図
15), 同様のことをするには, 国内で STや OT, 技
術者等と連携しながら, 開発することも必要なのでは
と考えさせられた.
() による肢体不自由者疑似体験
今回同行した福岡の特別支援学校教員が肢体不自由
者の疑似体験の VRを体験していた. VR眼鏡とヘッ
ドホンを付けて椅子に座ると, 外界からの情報が遮断
される. その状態で仮想世界の中で身体が不自由な状
態を体験するとのことである. こういった支援機器の
紹介だけでなく, 障害のある人の困難さを体験するこ
とで理解を深める試みは香川大学と富士通が国内でも
始めている. 我々関わる人間が, より当事者のニーズ
の理解を深める良い取組みであろう.
. 国際学会参加の意義
ISAACは 2 年に 1 回しか開かれておらず, 日本で
の認知度は低い. しかし, 少数ではあるが日本人の参
加者や発表者等にも出会えることができた. 国内では
国際福祉機器展 (HCR) 等が開かれているが, コミュ
ニケーション支援に関する情報は年々少なくなってい
る. しかし, 高齢者の終末期医療の問題等を考えると,
本人の意思決定や意思表出は, 生命維持を考える際に
も大切な要素であろう. そういった意味でも, こういっ
たカンファレンスへの参加や国内での開催等を検討す
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図：		
でもらったガイドブック
図：コミュニケーションエイドを付けた車椅子ユーザー
図：シンボルから文章を作れる
	
(コミュニケーションエイド)
ることが重要であると考える. 次回の開催は 2020 年
メキシコで行われるとのことであった.
. まとめ －展示会に出かけよう！ 支援機器
に関わるあらゆる人に向けて－
今回, 海外での支援機器展示会を視察する機会を得て,
支援機器に対するさまざまな知見やトレンドを知ること
ができた. もちろん, 支援機器の仕様や特徴を知るので
あれば, Webサイトから容易に情報を得ることができ
る. 特に最近は, 取扱い方法や利用事例等が文章だけで
なく動画でも公開されており, 利用者にとってよりわか
りやすい情報提供がされている.
しかしながら支援機器は, ユーザーの身体状況や利用
環境, 利用目的等に合わせて選択され, 必要に応じて個
別調整や製作改造をするといった, アセスメントと適合
支援 (フィッティング) のプロセスを経て提供されなけ
ればならない. そのために支援者は, 多様なユーザーニー
ズに対して, どの程度の調整・組み合せ・設定変更等の
対応ができるのか, あるいはユーザビリティはどうか等
の, 適合支援に関わる情報を入手する必要がある.
この課題に対する展示会に出かける意義の 1つは, 実
物を見て, 触って, 時には実際の試用体験を通して, さ
まざまな支援機器を比較できるとともに, 詳細な特徴を
知ることができること, さらには, インターネット等の
メディアでは公開されていない最新の情報を知ることが
できる重要な機会となることである.
もう一つは, 筆者らが述べたように展示会は,“専門
性が異なる複数人で出かければ, 機器を囲んで学際的な
ディスカッションの場”になる. 特に, 日本と各国との
支援機器を比較する場合, 社会制度, 社会インフラやア
クセシビリティの違い, そして文化や生活様式に起因す
る機器利用に関する考え方にも目を向けることでより深
い議論ができ, さらには,“新しい機器開発テーマやサー
ビス創出のアイデアが浮かぶ場”にもなり得るであろう.
支援機器に関わる者はぜひ展示会に出かけ, 多くの気付
きに出会って欲しいと願う.
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